Ⅴ－２　携帯電話と生活
１　学年・教科等　高等学校　ホームルーム活動

２　本時の目標

　(1) 無料で遊べる携帯ゲームを例に携帯サイト利用の習慣性を理解する。

　(2) 携帯電話の利用が学校生活や日常生活に影響を与えることを理解し，節度ある利用が

できるようにする。
３　準備

　(1) ワークシート
　(2) 配布資料「パケット通信とゲームの課金システムについて」

４　展開

	学習活動
	指導上の留意点

	１　本時の目標を把握する

	○　本時は，節度ある携帯電話（インターネット等）の利用の大切さを学ぶことを伝える。
○　無料携帯ゲームを利用している生徒を挙手により確認する。

	２　無料携帯ゲームの特徴について知る。
３　グループの話合いから無料携帯ゲームの問題点に気付く

	○　無料携帯ゲームについて知っていることをワークシートの１に記入させる。

○　無料携帯ゲーム利用者にその特徴について発問をし，その回答をもとに他の生徒に理解させ，ワークシートの１へ追加記入させる。

・どのようなゲームか（アクション，コレクションなどの種類）

・どのような時に利用しているか

・どのくらいの時間ゲームをしているか

・どのようなアイテムがあるか

・最後まで無料で楽しむことができるか
・有料アイテムを購入する理由　など

○　グループで，無料携帯ゲームの特徴から考えられる問題点を話し合わせ，ワークシートの２に記入させる。

○　各グループで気付いた問題点を発表させ，その他の問題点に気付かせる。ワークシートの２に追加記入させる。
○　無料携帯ゲーム利用者に，有料アイテムの購入や長時間の利用の理由などについて発問し，ゲームに引き込まれた結果，経済的な負担や使用時間帯，使用時間などによって生活にも影響を与える場合があることを理解させる。


	４　「無料」サイトで高額請求を受けることがあることを知る。

５　携帯電話のパケット通信料金について確認する。
６　携帯電話の節度ある利用について考える。
	○　資料を配布し，「１　無料携帯ゲーム」を読ませ，理解を深めさせる。

○　消費生活センターの高額請求の相談例などを示し，無料を強調しているテレビＣＭがあるが，実際にはゲームのレベルに応じてアイテムの購入が必要となり，後日購入代金を請求される場合があることを理解させる。

○　無料ゲームの中には，アイテムを手に入れて図鑑に揃えたり，ポイントを稼ぐと次の対戦が有利になったり，有料アイテムの方が高得点が得られるなどの仕組みがあるものもある。このため，アイテムを集めること（コンプリート）や，ポイントを稼ぐことなどに熱中し，時間や金を費やしてしまう危険があることを再度確認させる。
○　ホームページの閲覧やアプリケーションのダウンロードなどで通信料金が発生していることを資料の「２　パケット通信」を読ませて理解させる。
○　ゲーム自体は無料でも，パケット通信料金は無料ではないことについて，十分に説明する。
○　高額なパケット通信料金の支払いの危険に対して，パケット通信料金の定額制があること，また定額制の対象とならないパケット通信もあることを確認させる。

○　無料携帯ゲームの他に，携帯電話の利用で時間を費やしてしまうことについて，その内容等をワークシートの３に記入させ，各自に自分の携帯電話利用の状況について再認識させる。

	７　まとめ
	○　携帯電話利用の習慣性について確認し，日常生活において節度ある利用が重要であることを再認識させる。


無料携帯ゲームを考える

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　
＜無料携帯ゲームって何？＞

１　無料の携帯ゲームサイトのゲームについて知っていることを書きましょう。

２　グループで話し合い気付いたことを書きましょう。

３　あなたが，1日の携帯電話の利用で多くの時間を費やしていると感じることは，どのようなことですか。

　（または，携帯電話を使ったとしたら，どんなことに時間を使いそうですか）

	利　用　内　容
	おおよその時間

	
	

	
	

	
	


資料「無料携帯ゲームとパケット通信について」

１　無料携帯ゲーム

　(1) 無料携帯ゲームについて

テレビＣＭでよく見る無料携帯ゲームは，ゲームを運営する会社のサイトに登録して遊ぶものである。採集系，育成系，探検・発掘系，バトル系などのゲームがあり，これらの課金システムはアイテム課金モデルといい，ゲームで遊ぶこと自体は無料であるが，ゲームの中で使う様々なツール（アイテム）やサービスに課金される。

　(2) 無料という名の落とし穴

提供されている各種のゲームは無料でも遊べるが，レベルを上げるためには有料の「アイテム」を購入しないといけない仕組みになっている。無料だと思ってゲームをしていたら，実は様々なアイテムを購入してしまい，知らない間に高額な金額の請求をされる例が問題化している。各地の消費生活センターには「５歳の子どもが着せ替えで遊んだら４日分で10万円の請求が来た」などの相談事例が寄せられている。

　(3) ソーシャルゲームの要素を利用した課金システム

これらのゲームには，友人とチームを組んでゲームに参加したり，ユーザー同士で情報交換したりできるものもある。こうした友人とのコミュニケーションを中心要素としたゲーム（ソーシャルゲーム）では，さらにアイテムの購入意欲を刺激されるなど，ゲームへの心理的依存性を高めるおそれがあり，注意が必要である。

２　パケット通信

(1) パケット通信について
パケット通信とは，携帯電話を使用して，ウェブサイトを閲覧したり，ウェブサイトからファイルをダウンロードしたり，または電子メールを送受信する場合に行われる通信のことであり，データ（ファイル）を複数のパケット（小包）と呼ばれる単位に分割して伝送していることから，パケット通信と呼ぶ。携帯電話会社は，この通信に要する料金をパケット通信料金と呼んでいる。

(2) パケット通信料金が高額になる理由

携帯電話会社が提供するパケット通信サービスは，原則としてパケットの数（データ量）で課金される。このため，データ量が大きい音楽や動画，ゲームなどの携帯電話向けアプリケーションソフトをダウンロードしたり，携帯電話向けでない通常のウェブページ（パソコン向け）を閲覧する場合には，パケット通信量が多くなり，高額の通信料金が発生する。また，利用料金が「無料」と記されたアプリケーションであっても，パケット通信料金は別途発生するので注意が必要である。

(3) パケット通信料金を正しく理解する

・携帯電話会社からの料金請求は，基本料金（音声通話や基本料金）にパケット通信料金を加算したものである。

・パケット通信料金が定額制でない場合に音楽のダウンロードなど，データ量の大きなアプリケーションなどを利用すると，通信料金が高額になるので注意する。
定額制の利用により，インターネットなどを安心して行うことができるが，基本料金が高額であり，経済的な負担も大きい。
・定額制であっても，有料コンテンツは定額対象外であるため，注意する必要がある。

・メールなどは送受信に通信料金が加算され，受け取る相手にも料金の負担がかかる。画像などを添付して送信する場合は，データ量が多くならないように留意する。
＜ワークシート＞





＜配布資料＞








